
す
高
ま
り
、
廃
止
を
求
め
る
運
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
弁
連
や
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、

民
法
労
等
の
団
体
と
と
も
に
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
演
劇
界
、
音
楽

界
、
学
者
、
研
究
者
か
ら
も
反
対

の
声
が
空
前
の
規
模
で
広
が
り

ま
し
た
。

国
民
や
報
道
機
関
に
よ
る
情

報
の
取
得
や
取
材
活
動
な
ど
も
、

実
際
に
行
っ
た
場
合
だ
け
で
な

く
、「
未
遂
」「
教
唆
」「
共
謀
」「
扇

動
」
な
ど
も
含
め
、
最
高
で
１０
年

の
処
罰
を
科
す
，
き
わ
め
て
重
大

な
法
律
で
す
。

意
見
書
は
「
国
民
の
耳
目
を
ふ

さ
ぎ
、
口
を
封
じ
て
、
監
視
・
弾

圧
す
る
国
家
体
制
を
作
り
こ
と

に
な
り
、
「
軍
機
保
護
法
」
で
侵

略
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
っ
た

戦
前
の
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
指
摘

し
、
「
廃
止
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
浦
安
市
議
会
の
採

決
結
果
は
４
対
１６
で
否
決
。
反
対

討
論
な
ど
で
反
対
理
由
も
明
ら

か
に
せ
ず
、
葬
り
去
り
ま
し
た
。

「
意
見
書
」
は
地
方
自
治
法
第

９９
条
に
お
い
て
「
当
該
地
方
公
共

団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ

き
意
見
書
を
国
会
又
は
ま
た
は
関

係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
す
る
法
律
に
根
拠
を
お

き
、
市
議
会
は
対
外
的
に
意
見
を

表
明
す
る
権
限
を
有
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
権
限
を

最
大
限
活
用
し
、
市
民
の
願
い
を

政
治
に
反
映
す
る
た
め
に
積
極
的

に
行
使
す
る
姿
勢
で
毎
議
会
、
臨

ん
で
き
ま
し
た
。

秘
密
保
護
法
は
１２
月
６
日
深

夜
、
１
万
５
０
０
０
人
も
の
人
々

が
国
家
前
に
駆
け
つ
け
て
「
廃
案

に
！
」「
強
行
す
る
な
」
と
不
安
と

怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い
る
最
中
、

国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
が

そ
の
後
も
国
民
の
怒
り
は
ま
す
ま

ｋ

賛成 反対

日本共産党 みせ麻里

元木美奈子

公明党 秋葉 要 田村耕作 中村理香子

復興浦安 岡本善徳 醍醐誠一 岡野順子

無会派 広瀬明子

水野 実

きらり浦安 辻田 明 末益隆志 宮坂奈緒

芦田由江

みらい 宝 新 西川嘉純 深作 勇

無会派 長谷川清司 折本ひとみ 柳 毅一郎

入船 4-37-14
☎355-8526
minamotonton@
jcom.home.ne.jp

北栄 2-3-16-203
☎354-9269
m5mise@jcom.

home.ne.jp

市
議
会
議
員

美
勢

麻
里

１３年１２月２３日 第 1２７３号
【発行】

日本共産党浦安市議団
市役所内控え室（議会棟１階）

☎＆FAX （３５０）１２４３

☆☆☆見える市政・身近な市政・みんなの市政☆☆☆ http://www.jcp-urayasu.com/

市
議
会
議
員

元
木
美
奈
子

先
週
１９
日
に
閉
会
し
た
浦
安
市
議
会
、
日
本
共
産
党

は
「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
発

議
提
案
し
ま
し
た
が
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。



「
共
謀
罪
」
は
第
１
次
安
倍
政
権

の
と
き
の
２
０
０
６
年
を
は
じ

め
、
０
３
年
以
来
、
３
度
に
わ
た

っ
て
「
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
定

案
」
と
し
て
狙
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
時
、
安
倍
首
相
は
わ

ざ
わ
ざ
法
相
と
外
務
次
官
を
官

邸
に
呼
び
、
「
日
本
が
組
織
犯
罪

に
対
応
す
る
役
割
を
果
た
す
上

で
大
事
だ
。
今
国
会
で
成
立
を
図
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上
の
人
が
犯
罪
に
つ
い
て
話
合

っ
た
だ
け
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
具
体
的
行
為
が
な
い
の
に

話
合
っ
た
だ
け
で
処
罰
さ
れ
る

の
は
、
刑
法
の
大
原
則
を
大
き
く

ゆ
が
め
る
も
の
。
国
民
の
「
内
心
」

ま
で
処
罰
対
象
と
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
政
治
や
社
会
へ
の

不
満
か
ら
「
犯
罪
行
為
」
に
該
当

す
る
こ
と
を
話
し
合
え
ば
、
本
気

で
な
く
て
も
処
罰
さ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。
処
罰
範
囲
が
無
限
定
に
拡

大
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
を
め
ざ
す
安
倍
内
閣
が
、
秘

密
保
護
法
に
続
い
て
「
共
謀
罪
」
の
新
設
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
自
民
党
の
高
市
早
苗
政
調
会
長
が
「
出
来
る
だ
け

早
く
」
と
言
え
ば
、
谷
垣
禎
一
法
相
も
「
重
要
な
課
題
だ
」

と
呼
応
す
る
な
ど
、
法
案
提
出
に
前
の
め
り
で
す
。

る
よ
う
に
」
と
指
示
す
る
（
０７
年

１
月
）
な
ど
、
制
度
に
執
念
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
が
、
審
議
す
ら

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
共
謀
罪
」
新
設
は
秘
密
保
護

法
と
同
様
、
安
倍
首
相
の
“
怨
念
”

が
こ
も
っ
た
国
民
弾
圧
法
制
づ

く
り
で
す
。

「
共
謀
罪
」
の
最
大
の
も
ん
だ

い
は
、
犯
罪
の
実
行
や
未
遂
な
ど

“
行
為
”
が
な
く
て
も
、
２
人
以

そ
の
上
、
「
改
定
案
」
の
対
象

団
体
の
定
義
も
「
組
織
的
な
犯
罪

集
団
」
な
ど
と
あ
い
ま
い
で
す
。

政
党
や
労
働
組
合
、
非
政
府
民
間

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
の
内
部
の

打
ち
合
わ
せ
が
「
共
謀
」
行
為
と

し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
。

捜
査
当
局
の
強
制
捜
査
や
政

治
的
思
想
弾
圧
に
も
利
用
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
「
共
謀
罪
」
の
対
象

は
、
死
刑
や
無
期
懲
役
１０
年
以
上

の
重
罪
だ
け
で
な
く
、
長
期
４
年

以
上
の
犯
罪
全
て
で
そ
の
数
は

６
０
０
以
上
に
上
り
ま
す
。
秘
密

保
護
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
共
謀

罪
」
が
「
特
定
秘
密
」
の
取
得
に

関
す
る
謀
議
に
限
定
さ
れ
て
い

る
の
と
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

「
共
謀
」
を
特
定
す
る
に
は
、

日
常
的
な
会
話
や
メ
ー
ル
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
盗

聴
や
メ
ー
ル
監
視
、
監
視
カ
メ
ラ

な
ど
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
を
拡
大
す
る
捜
査
が
横
行

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

現
に
「
共
謀
罪
」
と
セ
ッ
ト
で

通
信
傍
受
法
（
盗
聴
法
）
改
定
が

検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。国

家
安
全
保
障
会
議
設
置
や

秘
密
保
護
法
の
強
行
に
つ
づ
き

「
海
外
で
戦
争
が
で
き
る
国
」
づ

く
り
の
た
め
の
国
民
弾
圧
の
法

整
備
を
す
す
め
る
安
倍
内
閣
の

危
険
な
暴
走
に
「
ス
ト
ッ
プ
」
の

声
を
あ
げ
る
時
で
す
。


